
カ
ー
バ
ッ
テ
リ
ー
の
役
割
と

　
　
　
　
バ
ッ
テ
リ
ー
あ
が
り

カ
ー
バ
ッ
テ
リ
ー
の
一
番
重
要
な
役
割

は
「
エ
ン
ジ
ン
の
始
動
」
で
す
。
バ
ッ

テ
リ
ー
の
容
量
が
低
下
す
る
と
セ
ル
モ

ー
タ
ー
が
動
か
な
く
な
り
、
エ
ン
ジ
ン

が
始
動
で
き
ず
、「
バ
ッ
テ
リ
ー
あ
が

り
」
が
起
こ
り
ま
す
。
そ
し
て
走
行
時

は
エ
ア
コ
ン
、
ラ
イ
ト
、
カ
ー
ナ
ビ
や

セ
ン
サ
ー
等
へ
の
電
気
部
品
へ
電
力
を

供
給
し
ま
す
。
カ
ー
ナ
ビ
の
大
画
面
化
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
充
電
、
安
全
運
転

支
援
シ
ス
テ
ム
等
、
最
新
の
車
ほ
ど
多

く
の
電
力
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

エ
ン
ジ
ン
停
止
時
は
車
の
設
定
や
メ
モ

リ
ー
内
容
保
持
に
微
量
の
電
力
（
暗
電
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流
）
を
供
給
し
ま
す
。
長
時
間
停
止
し

た
ま
ま
だ
と
暗
電
流
に
よ
っ
て
バ
ッ
テ

リ
ー
容
量
が
低
下
し
、
エ
ン
ジ
ン
が
始

動
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

エ
ン
ジ
ン
が
回
っ
て
い
る
時
に
オ
ル
タ

ネ
ー
タ
（
発
電
機
）
が
作
動
し
て
、
バ

ッ
テ
リ
ー
を
充
電
し
ま
す
。
オ
ル
タ
ネ

ー
タ
も
エ
ン
ジ
ン
の
動
力
の
一
部
を
使

用
す
る
為
、燃
料
を
消
費
し
ま
す
。（
図

①
）

バ
ッ
テ
リ
ー
あ
が
り
と

　
　
　
季
節
・
温
度
の
関
係

カ
ー
バ
ッ
テ
リ
ー
は
夏
と
冬
に
性
能
が

低
下
し
、
バ
ッ
テ
リ
ー
あ
が
り
が
起
こ

り
や
す
く
な
り
ま
す
。
ボ
ン
ネ

ッ
ト
の
温
度
が
高
温
に
な
る
ほ

ど
バ
ッ
テ
リ
ー
は
急
速
に
劣
化
し
、
寿

命
が
短
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
バ
ッ
テ

リ
ー
液
の
温
度
が
低
下
す
る
と
バ
ッ
テ

リ
ー
容
量
も
低
下
し
、
エ
ン
ジ
ン
が
始

動
し
づ
ら
く
な
り
ま
す
。（
図
②
）

充
電
制
御
車
用
I
S
S
（
ア
イ

ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
シ
ス
テ

ム
）
用
バ
ッ
テ
リ
ー
は
ど
う
違

う
の
か

充
電
制
御
車
用
バ
ッ
テ
リ
ー
と
I
S
S

車
用
バ
ッ
テ
リ
ー
の
基
本
構
造
は
同
じ

で
す
。
し
か
し
、
燃
費
の
消
費
を
抑
え

る
仕
組
み
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。

充
電
制
御
車
は
充
電
制
御
シ
ス
テ
ム
を

採
用
し
て
い
ま
す
。
充
電
制
御
シ
ス
テ

ム
と
は
発
電
機
か
ら
バ
ッ
テ
リ
ー
の
残

量
を
監
視
し
、
オ
ル
タ
ネ
ー
タ
か
ら
の

給
電
を
自
動
的
に
停
止
す
る
こ
と
で
エ

ン
ジ
ン
負
荷
を
軽
減
し
、
結
果
と
し
て

燃
費
の
向
上
を
実
現
し
ま
す
。
充
電
制

御
シ
ス
テ
ム
で
は
一
定
量
の
充
電
が
完
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了
す
る
と
発
電
を
停
止
し
、
エ
ン
ジ
ン

負
荷
を
軽
減
し
ま
す
が
、
従
来
の
標
準

車
よ
り
も
充
放
電
が
頻
繁
に
繰
り
返
さ

れ
、
バ
ッ
テ
リ
ー
の
劣
化
が
進
行
し
や

す
く
な
り
ま
す
。（
図
③
）

I
S
S
は
一
時
停
止
時
に
エ
ン
ジ
ン
を

停
止
し
、
燃
料
の
消
費
を
抑
え
る
仕
組

み
で
す
。
エ
ン
ジ
ン
の
停
止
・
再
始
動

で
頻
繁
な
充
放
電
を
繰
り
返
し
ま
す
。

充
電
制
御
シ
ス
テ
ム
よ
り
バ
ッ

テ
リ
ー
負
荷
が
高
い
I
S
S

I
S
S
は
充
電
制
御
シ
ス
テ
ム
よ
り
バ

ッ
テ
リ
ー
の
負
担
に
頼
る
こ
と
で
燃
費

を
向
上
さ
せ
て
い
る
シ
ス
テ
ム
と
捉
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
I
S
S
は
一
時

停
車
の
度
に
エ
ン
ジ
ン
始
動
し
、
そ

の
度
に
大
電
流
の
急
激
な
放
電
が
起
こ

る
た
め
、
充
電
制
御
シ
ス
テ
ム
よ
り
さ

ら
に
頻
繫
な
充
放
電
が
起
こ
り
ま
す
。

I
S
S
車
用
バ
ッ
テ
リ
ー
で
は
こ
の
過

酷
で
頻
繁
な
充
放
電
の
繰
り
返
し
で
も
、

性
能
を
維
持
す
る
高
い
「
耐
久
性
」
と
、

エ
ン
ジ
ン
始
動
の
度
に
起
こ
る
放
電
を

短
時
間
で
回
復
す
る
た
め
の
高
い
「
充

電
受
入
性
」が
求
め
ら
れ
ま
す
。（
図
④
）

な
ぜ
国
産
車
に
E
N
規
格
バ
ッ

テ
リ
ー
が
増
え
て
い
る
の
か

E
N
規
格
バ
ッ
テ
リ
ー
と
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
中
心
と
し
た
統
一
規
格
と
な
り
ま

す
。
日
本
車
の
バ
ッ
テ
リ
ー
形
式
は
長

ら
く
日
本
独
自
の
J
I
S
規
格
で
統
一

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
車
体
設
計
の
グ

ロ
ー
バ
ル
統
一
化
に
伴
い
、
国
際
的
な

統
一
規
格
で
あ
る
E
N
規
格
の
採
用
が

進
ん
で
い
ま
す
。
近
年
、
E
N
規
格

バ
ッ
テ
リ
ー
は
ト
ヨ
タ
車
を
中
心
に

多
く
の
乗
用
車
に
搭
載
さ
れ
、
そ
の

車
種
は
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
補
修
用

（
交
換
用
）
E
N
規
格
バ
ッ
テ
リ
ー
は

2
0
2
2
年
度
、
60
万
個
を
超
え
る
販

売
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
L
N
0
、

L
N
1
、
L
N
2
の
3
サ
イ
ズ
が
E
N

規
格
の
需
要
の
約
9
割
を
占
め
て
い
ま

す
。

E
N
規
格
バ
ッ
テ
リ
ー
と

Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
バ
ッ
テ
リ
ー

の
形
状
の
違
い

E
N
規
格
バ
ッ
テ
リ
ー
は
タ
ー

ミ
ナ
ル
端
子
が
ふ
た
上
面
よ
り

も
低
い
位
置
に
あ
り
、
総
高
が

J
I
S
規
格
に
比
べ
、
低
く
抑

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
上
部
固
定

の
み
の
J
I
S
規
格
と
異
な
り
、
下
部

で
も
固
定
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。（
図
⑤
）

日
本
車
用
E
N
規
格
バ
ッ
テ
リ

ー
に
求
め
ら
れ
る
性
能

E
N
規
格
バ
ッ
テ
リ
ー
は
総
高
が
低
い

た
め
、
J
I
S
規
格
よ
り
液
量
に
余
裕

が
な
く
、
液
減
り
ト
ラ
ブ
ル
の
リ
ス
ク

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
日
本
車
用

E
N
規
格
バ
ッ
テ
リ
ー
は
液
量
を
確
保

し
た
日
本
独
自
の
設
計
を
行
っ
て
い
ま

す
。（
図
⑥
）

E
N
規
格
バ
ッ
テ
リ
ー
の
排
気

構
造

E
N
規
格
バ
ッ
テ
リ
ー
は
、
側
面
に
接

続
す
る
排
気
パ
イ
プ
か
ら
の
「
一
括
排

気
構
造
」
が
標
準
的
に
採
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
一
方
、
一
部
の
日
本
車
用
E
N

規
格
バ
ッ
テ
リ
ー
に
は
天
面
の
液
口
栓

の
排
気
孔
か
ら
排
気
す
る
「
各
セ
ル
排

気
構
造
」
も
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。（
図

⑦
）
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カ
ー
バ
ッ
テ
リ
ー
に
つ
い
て

図1

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
め
ぐ
り
プ
ー
チ

ン
露
大
統
領
が
核
兵
器
の
使
用
を
示
唆

し
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領
が
人
類
は
キ
ュ

ー
バ
危
機
以
来
の
核
の
脅
威
に
あ
る
と

警
告
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
が
、

こ
の
60
年
前
の
冷
戦
期
最
大
の
国
際
危

機
を
再
検
討
し
た
「
キ
ュ
ー
バ
・
ミ
サ

イ
ル
危
機
」
と
い
う
本
が
で
た
▼
こ
の

問
題
に
関
す
る
一
般
的
な
理
解
は
、
ケ

ネ
デ
イ
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
米
ソ
両
首

脳
は
危
機
の
発
生
後
、
平
和
的
解
決
に

向
け
努
力
し
理
性
的
な
判
断
下
し
た
こ

と
で
核
戦
争
は
回
避
さ
れ
た
と
い
う
も

の
だ
っ
た
▼
し
か
し
本
書
が
明
ら
か
に

す
る
と
こ
ろ
で
は
、
両
首
脳
が
危
機
を

通
じ
て
事
態
を
合
理
的
に
掌
握
し
て
い

た
と
い
う
の
は
虚
構
で
あ
り
、
真
の
危

機
は
政
治
の
表
舞
台
か
ら
遠
く
離
れ
た

場
に
あ
っ
た
。
核
ミ
サ
イ
ル
を
搭
載
し

た
ソ
連
の
潜
水
艦
は
情
報
を
遮
断
さ
れ

孤
立
。
あ
わ
や
魚
雷
を
発
射
す
る
寸
前

に
追
い
込
ま
れ
た
。
同
乗
し
て
い
た
参

謀
長
の
慎
重
な
判
断
で
そ
れ
が
撤
回
さ

れ
た
。
沖
縄
の
ミ
サ
イ
ル
基
地
に
は
誤

っ
た
攻
撃
命
令
が
下
さ
れ
、
士
官
が
引

き
金
を
引
き
か
け
た
。
い
ず
れ
も
、「
世

界
史
上
も
っ
と
も
幸
運
な
偶
然
事
」
に

よ
り
差
し
止
め
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。

ま
た
軍
部
は
、
大
統
領
や
国
防
長
官

の
指
示
に
度
々
抵
抗
し
そ
れ
ら
の
骨
抜

き
を
図
っ
た
と
い
う
▼
本
書
は
ア
メ
リ

カ
の
核
政
策
研
究
で
知
ら
れ
る
マ
ー
チ

ン
・
Ｊ
・
シ
ャ
ー
ウ
ィ
ン
の
遺
作
と
な

っ
た
。
偶
発
的
な
事
故
・
事
件
が
核
戦

争
に
発
展
す
る
危
険
を
訴
え
る
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
る
必
要
が

あ
る
。
是
非
、
御
一
読
を
。 

（
斉
藤
修
一
）
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回転・発電しバッテリーを充電します
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ときはバッテリーから電気部品に電力を供給します
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バ
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ー
の
一
番
重
要
な
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「
エ
ン
ジ
ン
の
始
動
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で
す
。
バ
ッ

テ
リ
ー
の
容
量
が
低
下
す
る
と
セ
ル
モ

ー
タ
ー
が
動
か
な
く
な
り
、
エ
ン
ジ
ン

が
始
動
で
き
ず
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バ
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テ
リ
ー
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が

り
」
が
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り
ま
す
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そ
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走
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時
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ナ
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を
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動
力
の
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能
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あ
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が
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や
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り
ま
す
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の
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に
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る
ほ

ど
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速
に
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す
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、
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も
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イ

ド
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違
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か
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と
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用
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造
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か
し
、
燃
費
の
消
費
を
抑
え

る
仕
組
み
に
違
い
が
あ
り
ま
す
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充
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充
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制
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を
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い
ま
す
。
充
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と
は
発
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機
か
ら
バ
ッ
テ
リ
ー
の
残

量
を
監
視
し
、
オ
ル
タ
ネ
ー
タ
か
ら
の

給
電
を
自
動
的
に
停
止
す
る
こ
と
で
エ

ン
ジ
ン
負
荷
を
軽
減
し
、
結
果
と
し
て

燃
費
の
向
上
を
実
現
し
ま
す
。
充
電
制

御
シ
ス
テ
ム
で
は
一
定
量
の
充
電
が
完

了
す
る
と
発
電
を
停
止
し
、
エ
ン
ジ
ン

負
荷
を
軽
減
し
ま
す
が
、
従
来
の
標
準

車
よ
り
も
充
放
電
が
頻
繁
に
繰
り
返
さ

れ
、
バ
ッ
テ
リ
ー
の
劣
化
が
進
行
し
や

す
く
な
り
ま
す
。（
図
③
）

I
S
S
は
一
時
停
止
時
に
エ
ン
ジ
ン
を

停
止
し
、
燃
料
の
消
費
を
抑
え
る
仕
組

み
で
す
。
エ
ン
ジ
ン
の
停
止
・
再
始
動

で
頻
繁
な
充
放
電
を
繰
り
返
し
ま
す
。

充
電
制
御
シ
ス
テ
ム
よ
り
バ
ッ

テ
リ
ー
負
荷
が
高
い
I
S
S

I
S
S
は
充
電
制
御
シ
ス
テ
ム
よ
り
バ

ッ
テ
リ
ー
の
負
担
に
頼
る
こ
と
で
燃
費

を
向
上
さ
せ
て
い
る
シ
ス
テ
ム
と
捉
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
I
S
S
は
一
時

停
車
の
度
に
エ
ン
ジ
ン
始
動
し
、
そ

の
度
に
大
電
流
の
急
激
な
放
電
が
起
こ

る
た
め
、
充
電
制
御
シ
ス
テ
ム
よ
り
さ

ら
に
頻
繫
な
充
放
電
が
起
こ
り
ま
す
。

I
S
S
車
用
バ
ッ
テ
リ
ー
で
は
こ
の
過

酷
で
頻
繁
な
充
放
電
の
繰
り
返
し
で
も
、

性
能
を
維
持
す
る
高
い
「
耐
久
性
」
と
、

エ
ン
ジ
ン
始
動
の
度
に
起
こ
る
放
電
を

短
時
間
で
回
復
す
る
た
め
の
高
い
「
充

電
受
入
性
」が
求
め
ら
れ
ま
す
。（
図
④
）

な
ぜ
国
産
車
に
E
N
規
格
バ
ッ

テ
リ
ー
が
増
え
て
い
る
の
か

E
N
規
格
バ
ッ
テ
リ
ー
と
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
中
心
と
し
た
統
一
規
格
と
な
り
ま

す
。
日
本
車
の
バ
ッ
テ
リ
ー
形
式
は
長

ら
く
日
本
独
自
の
J
I
S
規
格
で
統
一

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
車
体
設
計
の
グ

ロ
ー
バ
ル
統
一
化
に
伴
い
、
国
際
的
な

統
一
規
格
で
あ
る
E
N
規
格
の
採
用
が

進
ん
で
い
ま
す
。
近
年
、
E
N
規
格

バ
ッ
テ
リ
ー
は
ト
ヨ
タ
車
を
中
心
に

多
く
の
乗
用
車
に
搭
載
さ
れ
、
そ
の

車
種
は
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
補
修
用

（
交
換
用
）
E
N
規
格
バ
ッ
テ
リ
ー
は

2
0
2
2
年
度
、
60
万
個
を
超
え
る
販

売
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
L
N
0
、

L
N
1
、
L
N
2
の
3
サ
イ
ズ
が
E
N

規
格
の
需
要
の
約
9
割
を
占
め
て
い
ま

す
。

E
N
規
格
バ
ッ
テ
リ
ー
と

Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
バ
ッ
テ
リ
ー

の
形
状
の
違
い

E
N
規
格
バ
ッ
テ
リ
ー
は
タ
ー

ミ
ナ
ル
端
子
が
ふ
た
上
面
よ
り

も
低
い
位
置
に
あ
り
、
総
高
が

J
I
S
規
格
に
比
べ
、
低
く
抑

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
上
部
固
定

の
み
の
J
I
S
規
格
と
異
な
り
、
下
部

で
も
固
定
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。（
図
⑤
）

日
本
車
用
E
N
規
格
バ
ッ
テ
リ

ー
に
求
め
ら
れ
る
性
能

E
N
規
格
バ
ッ
テ
リ
ー
は
総
高
が
低
い

た
め
、
J
I
S
規
格
よ
り
液
量
に
余
裕

が
な
く
、
液
減
り
ト
ラ
ブ
ル
の
リ
ス
ク

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
日
本
車
用

E
N
規
格
バ
ッ
テ
リ
ー
は
液
量
を
確
保

し
た
日
本
独
自
の
設
計
を
行
っ
て
い
ま

す
。（
図
⑥
）

E
N
規
格
バ
ッ
テ
リ
ー
の
排
気

構
造

E
N
規
格
バ
ッ
テ
リ
ー
は
、
側
面
に
接

続
す
る
排
気
パ
イ
プ
か
ら
の
「
一
括
排

気
構
造
」
が
標
準
的
に
採
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
一
方
、
一
部
の
日
本
車
用
E
N

規
格
バ
ッ
テ
リ
ー
に
は
天
面
の
液
口
栓

の
排
気
孔
か
ら
排
気
す
る
「
各
セ
ル
排

気
構
造
」
も
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。（
図

⑦
）
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（
資
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パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
カ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
㈱

図4

図5

図6

図7

アイドリングストップシステム

ブレーキを踏む ブレーキを離す車両停止 走行アイドリングストップ

アイドリングストップ時

全ての電力をカーバッテリー
でまかなっているため、バッ
テリー容量は急速に減ってい
きます。

走　行　時

消費した電力をすぐに補わな
いと、アイドリングストップ機
能が停止しやすくなります。

放電大 充 電

電
力
供
給

電
力
供
給

一時停車時にエンジンを停止し、燃料の消費を抑える仕組み

EN規格バッテリー

一括排気構造 各セル排気構造
天面の液口栓にある排気孔から排気液口栓に排気孔がない

排気パイプからの
一括排気

ガス抜きホース
取付用排気口がない

排気口 ホース装着状態

JIS規格バッテリー

総高
190㎜
または
175㎜

端子がバッテリー
天面より低い位置

下部固定用の
突起がある

端子がふたより
突出している

総高
227㎜
または
225㎜

欧州で流通しているEN規格バッテリーは
高温多湿の日本でそのまま使用すると
液減りトラブルが起こりやすくなります

海外のEN規格バッテリー例

8㎜ 30㎜

日本車用EN規格バッテリー例

極板上部の液量を
より多く確保した設計

液減りトラブルのリスクと
補水頻度を低減する独自設計

EN規格バッテリーなど「一括排気タイプ」を指定している車両に
ガス抜きホース取付用排気口のない「各セル排気タイプ」は絶対に搭載しないでください。
バッテリーからの水素ガスが原因による引火・爆発のおそれがあります。



　

ハ
ブ
ボ
ル
ト
式
ホ
イ
ー
ル
の
脱
着
時
用

の
ガ
イ
ド
ピ
ン
と
し
て
、
ま
た
、
ホ
イ
ー

ル
の
位
置
合
わ
せ
お
よ
び
脱
落
防
止
に
役

立
つ
工
具
で
す
。
本
製
品
は
ホ
イ
ー
ル
ボ

ル
ト
穴
サ
イ
ズ
M
14
に
対
応
し
て
お
り
ピ

ッ
チ
を
問
わ
な
い
仕
様
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。（
ネ
ジ
ピ
ッ
チ
1
・
25
㎜
、
1
・
5

㎜
両
方
対
応
） 

ホ
イ
ー
ル
ボ
ル
ト
を
採
用

す
る
メ
ー
カ
ー
が
増
え
て
き
た
背
景
と
し

て
、
ハ
ブ
ボ
ル
ト
締
結
構
造
は
車
体
性
能

面
で
は
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
に
影
響
す
る
ホ
イ

ー
ル
固
定
部
の〝
剛
性
の
高
さ
〞と〝
軽
量

化
〞、
ま
た
整
備
面
で
も〝
安
定
性
〞と〝
精

度
の
高
さ
〞、
加
え
て〝
ボ
ル
ト
の
接
触
面

積
が
大
き
く
な
る
〞こ
と
で
ホ
イ
ー
ル
が

外
れ
る
リ
ス
ク
が
低
く
な
る
な
ど
の
多
く

の
こ
と
が
理
由
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
上

の
事
よ
り
欧
州
車
は
約
20
年
前
か
ら
多
く

の
車
種
に
採
用
さ
れ
、
最
近
は
国
産
車
で

も
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
。【
詳
細
：

2
0
0
0
年
以
降
の
欧
州
車　

2
0
2
0

年
以
降
の
レ
ク
サ
ス
、
ホ
ン
ダ
Ｎ
Ｓ
Ｘ

2
0
1
9
年
〜
ト
ヨ
タ
ス
ー
プ
ラ
、
新
型

ク
ラ
ウ
ン　

等
】

❶
整
備
指
示
書
で
は
「
ガ
イ
ド
ピ
ン
は
1

本
で
作
業
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
2
本
使
用
を

お
す
す
め
し
ま
す
。
2
本
使
用
の
場
合
、

ガ
イ
ド
ピ
ン
に
か
か
る
荷
重
を
分
散
で
き

る
こ
と
、
ま
た
ホ
イ
ー
ル
の
バ
ラ
ン
ス
を

取
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

❷
ね
じ
込
む
必
要
の
な
い
ワ
ン
タ
ッ
チ
で

着
脱
可
能
な
ボ
ー
ル
プ
ラ
ン
ジ
ャ
を
採
用

し
簡
単
装
着
＆
脱
着
が
可
能
な
便
利
な
商

品
で
す
。

❸
ハ
ブ
ボ
ル
ト
ホ
イ
ー
ル
を
採
用
し
て
い

る
車
両
の
中
に
は
ハ
ブ
に
引
っ
か
け
る
こ

と
が
出
来
な
い
（
真
っ
平
ら
な
ハ
ブ
）
車

種
も
あ
り
、
一
人
で
作
業
を
行
う
際
の
必

需
品
に
も
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

❹
車
載
工
具
に
樹
脂
製
の
ガ
イ
ド
ピ
ン
が

あ
り
ま
す
が
、
材
質
上
折
れ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
対
し
て
本
製
品
は
金
属

製
の
た
め
強
度
も
安
心
で
す
。（

西
山
浩
一
）

　

私
が
今
回
紹
介
す
る
お
店
は
和
歌
山
市

の
中
心
地
市
立
伏
虎
義
務
教
育
学
校
に
隣

接
し
た
お
だ
い
ど
こ
貳
番
家
さ
ん
で
す
。

　

創
業
は
２
０
０
８
年
で
す
か
ら
も
う
す

ぐ
15
周
年
、
ご
主
人
の
加
太
武
章
様
は
今

年
47
歳
。
色
々
な
店
で
修
行
後
33
歳
で
独

立
さ
れ
今
は
奥
様
と
二
人
三
脚
で
我
々
に

美
味
し
い
つ
ま
み
と
酒
を
提
供
し
て
く
れ

る
、
常
連
客
が
中
心
の
地
域
密
着
型
の
お

店
で
す
。

　

以
前
か
ら
一
番
気
に
な
っ
て
き
た
の
が

そ
の
貳
番
家
と
い
う
店
名
で
す
が
、
壱
番

目
は
自
宅
、
自
宅
に
は
勝
て
な
い
が
そ
の

次
に
お
客
様
が
ゆ
っ
く
り
で
き
る
場
を
提

供
す
る
貳
番
目
の
家
を
目
指
す
と
言
う
事

で
貳
番
家
と
名
付
け
た
そ
う
で
す
。
気
軽

に
来
て
欲
し
い
と
言
う
店
主
の
思
い
が
伝

わ
る
店
名
で
す
し
、
そ
の
通
り
に
ゆ
っ
く

り
落
ち
着
け
る
雰
囲
気
は
単
身
赴
任
の
お

父
さ
ん
客
が
多
い
事
で
も
納
得
出
来
ま

す
。
日
本
酒
や
焼
酎
の
種
類
も
多
く
飲
兵

衛
に
も
大
変
あ
り
が
た
い
お
店
で
す
し
、

ま
た
メ
ニ
ュ
ー
は
毎
日
手
書
き
で
提
供
さ

れ
、
そ
の
種
類
も
豊
富
で
す
。

　

特
に
こ
れ
か
ら
は
醤
油
仕
立
て
の
出
汁

が
絶
品
の
ホ
ル
モ
ン
鍋
が
お
勧
め
で
す
。

家
族
で
お
伺
い
し
た
際
に
は
必
ず
注
文
、

締
め
は
黄
そ
ば
と
決
め
て
い
ま
す
。

　

ご
主
人
は
末
永
く
続
け
ら
れ
る
落
ち
着

け
る
店
に
し
た
い
そ
う
で
す
が
今
で
も
十

分
落
ち
着
け
る
暖
か
い
雰
囲
気
が
人
気
の

秘
密
だ
と
思
い
ま
す
。
因
み
に
入
り
口
の

大
き
な
提
灯
は
和
歌
山
城
の
天
守
閣
か
ら

見
え
る
そ
う
で
す
。

（
杉
村
隆
行
）
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autohands meeting report2023
WINTERREPORT
例会便り

　オートハンズ例会を久しぶりに対面で11月
29日に埼玉県さいたま市にて開催しました。
今回は、急遽望月会長が欠席の為、北川事務
局長の進行で行われました。経営研究委員
会・商品開発委員会・広報委員会・運営委員
会の各委員会報告が行われ、各委員会からは
今後の方向性や行動予定など様々な報告がな
されました。また、翌30日にはさいたま市岩
槻区のエンパイヤ自動車様大宮支店にありま
す大宮エーミングサポートベースにてエーミ
ングにまつわる諸問題やボッシュDAS-3000
を使った講習会を開催いたしました。特定認
証の取得の必要性やそれにかかわる様々な問
題を学び、大変有意義な例会及び講習会だと
感じました。

（西山浩一）

11th
Meeting

2023
WINTERCOLUMN

地
元
の
美
味
し
い
お
店

和歌山県

「
お
だ
い
ど
こ 

貳
番
家
」

KTC　クイックホイールガイドピン
（品番：AH4-14150）小売参考価格￥1，400／全長150㎜・質量145g

高品質&サビに強い
ＳＤＲディスクローター



　
京
都
府
北
部
の
舞
鶴
市
は
、
日
本
海

に
面
し
た
人
口
10
万
弱
の
街
で
、
東
舞

鶴
・
西
舞
鶴
と
呼
ば
れ
る
二
つ
の
趣
の

異
な
る
市
街
地
を
形
成
し
て
い
る
街
で

す
。
古
く
は
北
前
船
の
寄
港
地
と
し
て
、

戦
国
時
代
に
は
細
川
家
の
城
下
町
、
明

治
期
よ
り
海
軍
の
軍
港
と
し
て
栄
え
、

今
も
な
お
港
町
と
し
て
の
賑
わ
い
を
続

け
て
い
ま
す
。

　
魅
力
満
載
の
舞
鶴
市
の
中
で
今
回
ご

紹
介
す
る
の
は
、「
海
軍
ゆ
か
り
の
港

め
ぐ
り
遊
覧
船
」。
国
の
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
群

を
は
じ
め
海
上
自
衛
隊
舞
鶴
基
地
を
海

側
か
ら
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
イ
ー

ジ
ス
艦
を
は
じ
め
と
す
る
護
衛
艦
を
間

近
に
見
ら
れ
圧
巻
の
一
言
で
す
。
桟
橋

か
ら
の
眺
め
と
違
っ
て
海
か
ら
の
見
学

は
こ
こ
だ
け
と
あ
っ
て
、
最
近
特
に
人

気
と
な
っ
て
い
ま
す
。
湾
の
先
に
見
え

る
舞
鶴
ク
レ
イ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
先
に
は

「
岸
壁
の
母
」
で
有
名
な
引
揚
桟
橋
も

あ
り
ま
す
。
お
よ
そ
30
分
の
遊
覧
で
す

が
、
見
ど
こ
ろ
満
載
の
充
実
し
た
時
間

を
過
ご
せ
ま
す
。

　
遊
覧
の
後
は
楽
し
み
の
グ
ル
メ
で
す

が
、舞
鶴
は「
肉
じ
ゃ
が
」発
祥
の
地（
諸

説
あ
り
）。
先
ご
ろ
舞
鶴
鎮
守
府
開
庁

1
2
0
周
年
を
記
念
し
た
イ
ベ
ン
ト
で

「
ア
レ
ン
ジ
肉
じ
ゃ
が
」
な
る
ア
イ
デ

ア
を
募
集
。
元
祖
肉
じ
ゃ
が
と
ア
レ
ン

ジ
肉
じ
ゃ
が
の
食
べ
比
べ
も
で
き
る

「
ま
い
づ
る
肉
じ
ゃ
が
マ
ッ
プ
」
が
観

光
案
内
パ
ン
フ
と
し
て
提
供
さ
れ
て
い

ま
す
。（
観
光
施
設
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
で
貰
え
ま
す
）

　
も
う
ひ
と
つ
海
軍
が
発
信
元
と
言
わ

れ
る
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
。「
海
軍
金
曜
日

カ
レ
ー
」
と
し
て
、
現
地
レ
ス
ト
ラ
ン

で
も
食
せ
る
し
、
お
土
産
の
レ
ト
ル
ト

と
し
て
売
ら
れ
て
も
い
ま
す
。
代
表
的

な
家
庭
料
理
の
元
祖
が
二
つ
も
そ
ろ
っ

て
い
る
の
が
舞
鶴
の
魅
力
の
一
つ
で
も

あ
り
ま
す
。

　
大
阪
・
京
都
よ
り
電
車
・
車
と
も
2

時
間
ち
ょ
っ
と
か
か
り
ま
す
が
、
日
本

海
の
景
色
や
美
味
し
い
食
べ
物
、
さ
ら

に
歴
史
豊
か
な
舞
鶴
。
一
度
来
て
み
て

く
だ
さ
い
。

（
望
月
　
剛
）
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ご
当
地
「
観
光
大
使
」 

〜
京
都
府
・
舞
鶴
市
〜

※ 排ガス証明書が必要な商品です。
開田工業株式会社

オイル下がりはエンジンの敵です!!

オイル下がりに強い
高性能エレメント

総販売元：㈱山商エンタープライズ
＜お問合せはオートハンズ各社へ＞

Kaida

いつもご愛読ありがとうございます。今回新春特別企画といたしまして全国に
おりますメンバーが厳選した各地域おすすめのグルメを、厳正なる抽選の上12
名様にプレゼントさせていただきます。ふるってご応募ください。
尚、応募は　オートハンズWEB  http://www.autohands.com より必須
事項を記入の上お願いいたします。また、勝手ながらオートハンズメンバーと
お取引いただいているお客様に限定させていただきます。

※応募締切2月末日・抽選3月吉日
※当選者の方にはメンバーよりお届け

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
旧
年
中
は
オ
ー
ト
ハ
ン
ズ
会

員
各
社
へ
の
ご
愛
顧
を
賜
り
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
ま
ず

は
新
型
コ
ロ
ナ
収
束
の
兆
し
が
見
え

な
い
1
年
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
り

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
み
な
ら
ず
、
世
界
的

な
政
治
経
済
の
不
安
定
を
招
き
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
に
よ
る
物
価
の

急
激
な
上
昇
は
、
日
本
経
済
の
復
興

に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
事
態
と
な
り
、

私
た
ち
自
動
車
業
界
も
多
分
に
漏
れ

ず
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
値
上
げ
そ

し
て
欠
品
の
影
響
は
大
き
く
、
整
備

業
界
が
混
乱
し
た
時
期
も
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
年
末
に
は
、
サ

ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
お
け
る

日
本
代
表
の
快
進
撃
な
ど
、
日
本
中

が
熱
狂
す
る
明
る
い
ト
ピ
ッ
ク
も
あ

り
、
本
年
の
日
本
の
光
明
を
予
感
さ

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
オ
ー
ト
ハ
ン
ズ
で
は
、
先

述
の
値
上
げ
・
欠
品
に
対
し
て
の
対

応
と
し
て
、
部
品
メ
ー
カ
ー
お
よ
び

卸
商
社
と
の
連
携
を
よ
り
強
固
に
し
、

会
員
間
で
の
素
早
い
密
度
の
濃
い
情

報
共
有
を
模
索
し
情
報
提
供
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
行
い
ま
し
た
。
少
し
で

も
早
く
情
報
を
お
客
様
へ
伝
え
、
事

前
の
対
応
を
し
て
い
た
だ
く
活
動
が

出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。
混
沌
と
す
る
社
会
情
勢
の
中
、

本
年
は
さ
ら
に
研
鑽
を
重
ね
、
お
客

様
に
よ
り
良
い
商
品
・
情
報
を
提
供

で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
厚
情
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
お
取
引
各
社
様
の
一
層
の

ご
繁
栄
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

新
年
ご
あ
い
さ
つ

会
長　

望
月　

剛
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